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蓄熱材料
水の吸収・脱離で熱を制御するエネルギー密
度・反応速度・可逆性に優れる素材を提供する

近年、地球環境保護の観点から、持続可能なエネルギーの有効活用
技術の開発に注目が集まっている。廃熱のなかでも工場廃熱の大部分
を占める100-200℃程度の低品位廃熱を有効活用する熱回収シス
テムの構築が望まれている。これを実現するため、これまでに種々の蓄
熱材料が提案されている。しかし、吸熱⇔放熱反応に結晶構造の大き
な変化を伴うため、特に低温度領域では反応速度の遅さや反応の不
可逆性が課題であった。
本発明によって、低品位廃熱の低温度領域においても大きな蓄熱量
を有する蓄熱材料を提供することが可能になった。従来より電池材料と
して利用されてきた二酸化マンガンの層状構造に着目し、研究を進め
た結果、環境中の水分が層間に挿入・脱離することに伴って十分な速
度で放熱・吸熱反応が起こり、繰り返し使用できることを明らかにした。
さらに研究を進めた結果、水分の吸着量を増大させることに成功し、よ
り高密度に熱を吸収・放出できることを実証している。

概要

 熱エネルギー分野
 熱回収システム
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示差走査熱量計(DSC)

応用例 関連文献

走査透過電子顕微鏡(STEM)

合成直後 加熱処理後

水のインターカレーション反応による吸熱・発熱が確認された
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